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お
か
え
り
な
さ
い
！

ふ
る
さ
と
野
々
市
の
大
歓
迎



地
域
中
心
交
流
拠
点
施
設
で
は
、
公
民

館
と
市
民
連
携
拠
点
、
民
間
商
業
施

設
と
い
う
３
つ
の
機
能
を
一
体
化
し
ま
す
。

旧
北
国
街
道
を
中
心
と
し
た
地
域
を
よ
り
活

性
化
さ
せ
る
べ
く
、
建
物
内
に
「
に
ぎ
わ
い

街
道
」
を
作
り
ま
す
。
３
層
吹
き
抜
け
に
し

て
多
様
な
活
動
の
部
屋
を
立
体
的
に
積
み
、

訪
れ
た
市
民
が
つ
い
他
の
部
屋
も
見
て
回
り

た
く
な
っ
た
り
、
部
屋
に
集
ま
り
た
く
な
っ

た
り
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
ち
り
ば
め
、
施

設
全
体
に
活
気
を
生
み
出
し
ま
す
。
民
間
商

市
で
は
、
中
心
市
街
地
と
し
て
多
く
の

文
化
的
・
歴
史
的
資
源
を
有
す
る

「
野
々
市
中
央
地
区
」
の
都
市
再
生
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。〝
芸
術
・
文
化
に
親
し
む
〞

「
学
び
の
杜
の
の
い
ち　

カ
レ
ー
ド
」（
太
平

寺
四
丁
目
）
と
〝
に
ぎ
わ
い
創
出
〞
の
「
地

域
中
心
交
流
拠
点
施
設
」（
本
町
二
丁
目
）
の

２
つ
の
拠
点
を
形
成
し
、
そ
の
間
に
位
置
す

る
旧
北
国
街
道
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。
７
月
30
日
を
も
っ
て

閉
館
と
な
っ
た
市
立
図
書
館
と
中
央
・
野
々

市
公
民
館
は
解
体
さ
れ
、
跡
地
に
地
域
中
心

交
流
拠
点
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

住
民
や
学
生
、
買
い
物
客
な
ど
の
幅
広

い
市
民
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

と
な
る
よ
う
計
画
さ
れ
た
地
域
中
心
交
流
拠

点
施
設
の
基
本
設
計
が
、
こ
れ
ま
で
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
意
見
を
踏

ま
え
、
こ
の
た
び
完
了
し
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。 地

域
中
心
交
流
拠
点
施
設
の
基
本
設
計

野
々
市
中
央
地
区
整
備
事
業

平面図

１階

２階

３階

「いつもの広場」に
面した日当たりの良い
開放的な空間

明るく開放的なスペース
で、映画鑑賞や発表会に
も活用が可能

気軽に打ち合わせや勉強、
交流が可能なスペース

最大 300 人程度の
会議が可能

　ここで紹介する内容は基本設計終了時点のものであり、今後の実施設計で変更になる場合があります。
　平成30年に着工、平成31年３月竣工、４月にオープンを予定しています。

  中央地区整備事業対策室　　☎227－ 6012

所 在 地　本町二丁目１番地 ほか
建物規模　地上３階建　鉄骨造
延床面積　2,886.68㎡
駐 車 場　102 台

冷蔵庫

「いつもの広場」に 明るく開放的なスペース
N

   

大ホール

市民連携拠点

和室調理室

多目的音楽
軽運動室研修室学習室

実習室

事務室

図書コーナー 会議スペース

エントランス

地域中心交流拠点施設 いつもの広場

民間商業施設

3階

2階

1階

ラウンジ

ラウンジ

団体
サークル室

にぎわい街道

にぎわい街道

軽運動や合唱などが気兼ねなく行えるよう、
遮音性や床衝撃音に配慮した空間

調理室と和室を隣接させ、間の壁を可動間仕切り
とすることで、調理教室中の託児コーナーや試食
スペースとして和室を活用できる

多様な活動の部屋を立体的
に積み、「にぎわい街道」を
建物内に作ります

AVプレゼン室

業
施
設
は
敷
地

内
東
側
に
別
建

て
で
設
け
、
２
つ

の
施
設
の
間
に

は
日
当
た
り
の

良
い
「
い
つ
も
の

広
場
」
を
配
置
。

建
物
内
外
で
に

ぎ
わ
い
の
あ
ふ

れ
る
空
間
を
演

出
し
ま
す
。
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野村  綺
き
更
さら
 さん

　メアリが魔法を使え
るようになるところが
面白かったです。

　　隅谷  栄一 さん
　   　　・ 一平 くん親子

　怖いシーンもあった
けど楽しかったです。
監督とプロデューサー
の仲が良さそうでし
た。

　　飛坂  彩 さん
　　安田  彩奈 さん

　監督の作品は全部見
ています。今作も素直
に面白く、舞台あいさ
つでは裏話も聞けてう
れしかったです。

１． メッセージ募集コー
ナーの前で記念撮影

２．恩師と監督の再会
３． イオンシネマ御経塚
での活動

４． メッセージカードの
一部

１

２３

４

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ａ．市役所では一気に注目の的に！
Ｂ．椿館でメアリに扮したアナウンサーとトーク
Ｃ．舞台あいさつでの米林監督・西村プロデューサー
Ｄ．市役所エントランスでのお出迎え
Ｅ．市長との対談　Ｆ．「夢は大きく、世界平和」という米林監督

　

ま
ろ
応
援
隊
と
は
、
米
林
宏
昌
監
督
を

応
援
す
べ
く
結
成
さ
れ
た
市
民
団
体
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
主
に
監
督
の
幼
少
時
代
か
ら

の
同
級
生
・
恩
師
約
20
人
。
映
画
『
メ
ア

リ
と
魔
女
の
花
』
公
開
に
合
わ
せ
て
、
イ

オ
ン
御
経
塚
店
や
北
国
街
道
野
々
市
の
市

会
場
に
て
、
米
林
監
督
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
集
め
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
は
ア
ル
バ
ム
に
な
り
、
監
督
の

も
と
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

野々
市
市
出
身
の
世
界
的
ア

ニ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
米
林

宏
昌
監
督
が
、
映
画
『
メ
ア
リ

と
魔
女
の
花
』
の
公
開
に
合
わ
せ

て
６
月
29
日
㈭
、
ふ
る
さ
と
野
々

市
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
市
役
所
で

は
職
員
や
多
数
の
来
場
者
が
米

林
監
督
を
大
き
な
拍
手
で
歓
迎
。

市
長
への
表
敬
訪
問
で
米
林
監
督

は
「
野
々
市
の
皆
さ
ん
は
い
つ
も

温
か
く
迎
え
て
く
れ
て
、
大
変
う

れ
し
く
思
って
い
ま
す
」
と
話
し
、

粟
市
長
は
「
今
回
は
前
作
の『
思

い
出
の
マ
ー
ニ
ー
』
と
は
ま
た

違
っ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
と
聞

き
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

映
画
へ
の
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
役
所
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
て
、
米
林
監

督
の
同
級
生
に
よ
り
結
成
さ
れ

た
「
ま
ろ
応
援
隊
」
や
、
学
生

時
代
の
恩
師
ら
と
再
会
。
懐
か

し
い
顔
ぶ
れ
に
監
督
は
思
わ
ず

笑
み
を
こ
ぼ
し
、「
お
互
い
に
年

を
取
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
応
援

し
て
ね
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に一
行
は
、「
愛
と
和

　

花
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

の
の
い
ち

椿
館
」
へ
移
動
。
今
年
３
月
に

開
催
し
た
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
野
々

市
大
会
を
記
念
し
て
、
当
時
米

林
監
督
が
市
へ
寄
贈
し
た
イ
ラ
ス

ト
を
見
な
が
ら
、「
こ
の
白
い
ツ

バ
キ
は
『
野
々
市
』
と
い
う
品
種

な
ん
で
す
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。

夜
に
は
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
御
経

塚
に
て
野
々
市
市
特
別

試
写
会
を
開
催
。
約
２
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
舞
台
あ
い
さ

つ
で
は
米
林
監
督
と
西
村
義
明

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
登
場
し
、
映

画
の
製
作
秘
話
や
ス
タ
ジ
オ
名
の

由
来
な
ど
を
披
露
。
米
林
監
督

は
「
力
を
込
め
て
描
い
た
作
品

で
す
。
子
ど
も
は
ワ
ク
ワ
ク
・
ド

キ
ド
キ
で
き
て
、
大
人
は
何
か

の
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
映
画

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

に
お
届
け
で
き
る
の
が
う
れ
し
い

で
す
。
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

Ｂ

Ａ
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訓
練
想
定

　

８
月
20
日
㈰
午
前
８
時
ご
ろ
、
富
樫
断
層
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
7.0
の
地

震
（
震
度
６
弱
）
が
発
生
。
市
内
で
は
、
家
屋

の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、
水
道
施
設
の
破
損
、

道
路
・
橋
り
ょ
う
の
損
壊
、
交
通
道
路
網
の
混

乱
が
あ
り
、多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
る
。

午
前
８
時
に
防
災
行
政
無
線
か
ら

サ
イ
レ
ン
と
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
ま
す
。

第
１
回
白
山
野
々
市
川
北

消
防
訓
練
大
会

　

白
山
市
・
野
々
市
市
・
川
北
町
の
消
防
団
計

29
隊
、
約
６
0
０
人
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
。

そ
の
結
果
、
野
々
市
市
消
防
団
第
２
分
団
が
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
！
県
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
県
大
会
は
7
月
29
日
㈯
に
県
消
防

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
お
よ
び
分
団

へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
県
知
事
表
彰
】

■
銀
盃
を
授
与
す
る
表
彰

　

宮
前 

一
夫　

田
中 

茂

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

■
優
良
消
防
団

　

野
々
市
市
消
防
団
第
２
分
団

■
功
労
章

　

小
堀 

要
一

■
功
績
章

　

石
浦 

隆

■
勤
続
功
労
章

　

倉 

美
佐　

平
浪 

弘
之

　

井
高 

孝
志　

松
本 

信
孝

【
白
山
野
々
市
川
北
消
防
連
合
会
長
表
彰
】

■
永
年
勤
続
表
彰

　

小
浦 

隆
造　

内
村 

兼
二　

北
野 

淳

　

藤
谷 

貴
寛　

横
浜 

裕
美
子　

薮
下 

真
希
子

■
退
職
役
員
感
謝
状

　

宮
川 

美
保
子

震
災
復
興
支
援
の
た
め

宮
城
県
名
取
市
へ

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
北
地
方
を
襲
っ

た
東
日
本
大
震
災
。
市
は
い
ま
だ
そ
の
爪
痕
が

残
る
宮
城
県
名
取
市
閖ゆ
り

上あ
げ

地
区
へ
、
復
興
支
援

の
た
め
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

　

同
地
区
は
災
害
指
定
区
域
に
指
定
さ
れ
、
現

在
も
人
が
住
め
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
あ
る
下
水
道
の
開
通

に
向
け
て
、
国
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
、
ま
ち

の
再
興
に
携
わ
り
ま
す
。

　

６
月
28
日
㈬
、粟
市
長
は
辞
令
を
交
付
し
、「
１

日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
、
名
取
市
の
皆
さ
ん

に
元
気
を
届
け
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
現
地
へ

赴
く
南
主
査
は
「
微
力
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

備えあれば憂いなし

市
総
合
防
災
訓
練

８
㈰
20

上下水道課 
南 慎太郎

今
年
の
重
点
項
目

　

今
年
の
重
点
項
目
に
は
、
昨
年
か
ら
の
「
安

否
確
認
」お
よ
び「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
」

に
「
拠
点
避
難
所
の
運
営
」
が
新
た
に
加
わ
り

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
教
訓
か

ら
、
大
規
模
災
害
で
は
市
役
所
そ
の
も
の
や
市

職
員
が
被
災
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
市
職
員
が
避
難
所
を
運

営
で
き
な
い
事
態
を
想
定
し
、
全
10
カ
所
の
拠

点
避
難
所
を
地
域
住
民
の
手
で
運
営
す
る
訓
練

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
も
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
内
会
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
公
園
な
ど

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
へ
避
難
し
ま
す
。

一
時
的
避
難
場
所
へ
避
難・避
難
誘
導

　

町
内
会
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
拠
点
避

難
所
（
小
中
学
校
、
野
々
市
明
倫
高
校
、
石

川
県
立
大
学
、
金
沢
工
業
大
学
）
へ
集
団
避

難
し
ま
す
。

※ 

館
野
小
学
校
は
大
規
模
改
修
工
事
中
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
避
難

拠
点
避
難
所
へ
集
団
避
難

　

防
災
士
な
ど
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が

中
心
と
な
り
避
難
所
を
運
営
し
ま
す
。
避

難
所
開
設
か
ら
運
営
ま
で
の
行
動
手
順
を

記
載
し
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」
に
基

づ
き
、
地
域
住
民
が
役
割
を
分
担
し
、
協

力
し
合
い
ま
す
。

拠
点
避
難
所
の
運
営

体
験
訓
練

　

拠
点
避
難
所
ご
と
に
救
急
救
命
訓
練
や
簡

易
ベ
ッ
ド
組
み
立
て
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
。

終
了・解
散（
11
時
ご
ろ
を
予
定
）

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
お

よ
び
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
、
ほ
っ
と

Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

「
し
ゃ
が
む
・
か
く
れ
る
・
じ
っ
と

す
る
」
と
い
う
一
連
の
動
き
を
し
た
後
、

火
の
始
末
を
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
お

よ
び
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
、
ほ
っ
と

Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

「
し
ゃ
が
む
・
か
く
れ
る
・
じ
っ
と

す
る
」
と
い
う
一
連
の
動
き
を
し
た
後
、

火
の
始
末
を
し
ま
す
。

8：00 
地震発生　

一
時
的
避
難
場
所
に
避
難
し
た
人
数
を
把

握
し
、
避
難
し
て
い
な
い
世
帯
で
、
所
在
不

明
の
世
帯
を
対
象
に
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

避
難
者
の
把
握
お
よ
び
安
否
確
認
訓
練

明
の
世
帯
を
対
象
に
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

重点項目

１ . AEDの 使
い方を学ぶ救
急救命訓練
２. 簡易ベッド
組み立て訓練

市民の皆さんがとる行動

１

２

づ
き
、
地
域
住
民
が
役
割
を
分
担
し
、
協

力
し
合
い
ま
す
。

重点項目



　

７
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰
の
３
日
間
、本
町
二
・

三
丁
目
の
旧
北
国
街
道
に
て
第
７
回
北
国
街
道

野
々
市
の
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
野
々
市
の

地
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
か
つ
て
の
〝
市
〞

の
に
ぎ
わ
い
を
北
国
街
道
で
再
現
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
沿
道
住
民
の
協
力
の
も
と
始

ま
っ
た
こ
の
お
祭
り
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
人

が
集
い
、
笑
顔
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

9　広報野々市　2017．８月号

　

７
日
㈮
に
は
前
々
夜
祭
と
し
て
、
照し
ょ
う
だ
い
じ

薹
寺
で

七
夕
朗
読
劇
や
尺
八
の
演
奏
を
披
露
。
ま
た
前

夜
祭
と
な
っ
た
８
日
㈯
に
は
中
央
公
民
館
で
、

劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
の
民
話
劇
や
ろ
う
そ
く
能
、
公

民
館
壁
面
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
投
影
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
本
番
と
な
っ
た
９
日
㈰
、
街
道
に

は
多
く
の
出
店
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
街
道
と
交
通
」。
人
力
車
や
ミ
ニ
電

車
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
な
ど
、
時
代
と
と
も
に

街
道
を
往
来
す
る
交
通
機
関
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
や
温
泉

ス
タ
ン
ド
の
お
湯
を
利
用
し
た
足
湯
な
ど
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
催
し
を
用
意
し

て
来
場
者
を
お
も
て
な
し
。今
年
初
登
場
と
な
っ

た
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
ヘ
ビ
を
首
に
巻
い
た
り
、
カ
メ
の

甲
羅
に
触
れ
て
み
た
り
と
、
普
段
は
で
き
な
い

体
験
に
大
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

広報写真アルバム
2次元バーコード

　今回は金沢工業大学や県立
大学、地域ボランティアの皆
さんが活躍し、たくさんの人
に楽しんでもらうことができ
ました。本町二・三丁目以外
の町会の参加も増えてきたの
で、今後もどんどんつながり
を増やして、野々市の市をさ
らに盛り上げていきたいと思
います。

北国街道野々市の市実行委員会
実行委員長　樫田  彰久 氏

広報野々市　2017．８月号　8
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子ども・子育て支援事業計画　実施状況

《平成28年度の主な実績》

基本事業 活動内容 実績、利用件数、金額

ファミリー・サポート
センター事業

保育園への送迎や一時的な子どもの預かりな
ど、子育ての援助を受けたい人（依頼会員）へ、
援助を行いたい人（協力会員）を紹介する。会
員は登録制で協力会員は講習を受ける。

援助を行いたい人 19人
援助を受けたい人 172人
活動件数 155件

マイ保育園登録制度
市内の身近な保育園や子育て支援センター菅原
で、妊娠中から出産後の育児不安を解消するた
めに、育児体験や育児相談、一時保育を受ける
ことができる「マイ保育園登録制度」を推進。

登録人数 616人
一時保育利用件数 672件

児童手当の支給 中学校修了前までの児童を養育している人に支
給。 15,019件 1,050,570千円

こども医療費の助成 ０歳～中学校３年生までの入通院の医療費が月
額1,000円を超えた分を助成。 55,391件 166,997千円

ひとり親家庭等医療費助成 ひとり親家庭の児童と父母の医療費が月額
1,000円を超えた分を助成。 6,970件 21,161千円

ひとり親家庭児童の放課後
児童クラブ保育料の助成

ひとり親家庭の学童クラブに通う児童一人当た
り月額3,000円を助成。 68世帯 2,040千円

放課後児童クラブの充実
保護者が労働などにより昼間家庭にいない児童
に対し、授業の終了後に児童福祉施設などを利
用して適切な遊びおよび生活の場を与える。

20学童クラブ 885人
 132,390千円

不妊治療費の助成 不妊に悩む夫婦に対し、高額の医療費がかかる
配偶者間の不妊治療に要する費用を助成。

一般 50件
特定（体外受精） 73件
 5,736千円

子育て短期支援事業　
（ショートステイ事業）

子育て中の親が病気になったときや出産、家族
の介護など非常時に子どもを見てくれる人がい
なくて困るとき、短期間（７日以内）の宿泊を
含めて子どもを預かる。

利用日数20日 86千円

子育て短期支援事業
（トワイライト事業）

子育て中の家庭で仕事などが常に夜間に及ぶ場
合に６カ月程度まで毎日子どもを預かる。 利用なし

　市では、子ども・子育て支援法（平成 24 年８月成立）に基づき、
平成 26 年度に「子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。こ
の計画は「子どもを育てたい、育ててよかったまち・ののいち」を基
本理念とし、次世代育成支援行動計画の後継として位置づけられてお
り、より実効性の高い子ども・子育て支援を目指します。

まちづくりへの取り組みが評価されました！
　きれいで住みよいまちづくりのため、市内で取り組みを続けてきた３つの団体が表彰を受けました。

まちづくり功労者
国土交通大臣表彰

「みどりの愛護」功労者
国土交通大臣表彰

◆団体名
　北西部土地区画整理組合
◆取り組みと評価
　平成 11 年度からＪＲ野々
市駅前において、本市の玄関
口としてふさわしい新たなま
ちづくりを進めてきました。
良好な居住環境を備えた生活
利便性の高い新市街地整備、
ＪＲ野々市駅前広場や地区公
園である「つばきの郷公園」
などの整備により、にぎわい
のあるまちづくりに貢献した
点が高く評価されました。

◆団体名
　御経塚まちづくり会
◆取り組みと評価
　平成 22 年１月から本格的
に活動を始め、馬場川緑道や
ＪＲ野々市駅前の花壇などの
美化清掃、街路樹や緑道沿い
の花かごの管理などを実施。
花の苗を地元町内会に配布し
たり、桜並木をライトアッ
プしたり、緑地でオープンカ
フェを開いたりと、地域との
交流も盛んに行っている点が
高く評価されました。

◆団体名
　本町六丁目町内会
◆取り組みと評価
　平成 19 年ごろから押野稲
荷線や本町六丁目押越線の一
部、国道 157 号の太平寺バ
ス停前、本町六丁目会館にお
いて、花を植えたプランタを
設置したり、街路樹の植樹升
に花を植えて管理したりと、
地域ぐるみで美化清掃ととも
に地域の緑化に取り組んでい
る点が高く評価されました。

全国「みどりの愛護」の
つどい記念石川県

都市緑化功労者知事表彰

広報野々市　2017．８月号　

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開

設
支
援
と
し
て
、
平
成
26
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
支

援
講
座
を
開
き
、
平
成
28
年
度
は
さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
編
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
を
開
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
の
１
日
の
様
子
や
、

開
設
ま
で
の
準
備
の
流
れ
、
開

設
者
・
利
用
者
の
声
な
ど
必
見

の
情
報
が
詰
ま
っ
た
１
冊
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど

に
設
置
す
る
ほ
か
、
市
内
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
設
し

た
い
と
考
え
て
い
る
市
民
へ
配

布
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
支
援
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た

 市地域包括支援センター
☎227－6067

地域の憩いの場づくり
やってみませんか？
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１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
分
入
札

■  

29

－

9
　

南
部
配
水
区
配
水
管
更
新

（
耐
震
化
）
工
事　

第
２
工
区

予
定
価
格　

１
５
６
６
万
円

落
札
価
格　

１
４
６
８
万
８
千
円

落
札
者　

佐
々
木
工
業

■  

29

－

14
　

配
水
管
布
設
跡
舗
装
本
復
旧

工
事
そ
の
２

予
定
価
格　

１
１
１
５
万
６
４
０
０
円

落
札
価
格　

１
０
４
１
万
１
２
０
０
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■ 
（
街
路
）
高
尾
郷
線
整
備
事
業　

物
件

移
転
補
償
費
算
定
業
務

予
定
価
格　

１
１
３
７
万
２
４
０
０
円

落
札
価
格　

１
０
６
９
万
２
千
円

落
札
者　

㈱
日
本
海
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

■  

29

－

８
　

東
部
配
水
区
配
水
管
更
新

（
耐
震
化
）
工
事　

第
２
工
区

予
定
価
格　

３
８
０
4
万
8
４
０
０
円

落
札
価
格　

３
４
９
９
万
２
千
円

落
札
者　

中
部
産
業
㈱

入
札
結
果

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
市
女
性
協
議
会
様
か
ら 

１
万
円

▽
市
立
図
書
館　

古
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
収
益
金 

６
１
１
５
円

▽
直
喜　

節
子
様
か
ら 

５
千
円

▽
匿
名
の
方 

１
万
円

ご 

寄 

附
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▽
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
金
沢
支
店

　

市
の
教
育
行
政
振
興
（
環
境
・
防
災
教

育
）
の
た
め
、
大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
を
寄
附
さ
れ
た
。

市 
感 

謝 

状

【民生委員児童委員】
若松奈美江、鈴木久子、髙野まり子、古田和美、杉原登美子、
永下宣之、安川正春、古源美富、塚本春雄、林範子
【社会福祉団体役職員】
田村昌俊、山田清司、元村和生、星場一三、北村泰子、木林好子
【社会福祉施設職員】
瀧口広美、小林千恵子、辻嵐晴美、伴田憲太、脇本めぐみ、
石黒祐佳里、下恵子、𠮷川珠絵、大西美里、國本真理、北野愛恵、
丹羽笑美、橋本記子、黒川しのぶ、東峰奈津子、東田恵美
【ホームヘルパー】
杉田晃代
【社会奉仕活動者】
戸田大生、中村和則、高尾外美枝、津田孝夫、本珖恵、髙澤昭子、
髙橋眞智子、坂上春美、横山日出子、仁野喜香、藤田幸子、
𠮷田五月、吉田真理

　７月８日㈯、市社会福祉協
議会より福祉に貢献された次
の方々へ社会福祉功労者表彰
が授与されました。（敬称略）

社会福祉功労者表彰

～いつまでも普通に楽しい暮らし～

 『在宅医療』の基礎知識

「在宅医療」に関する問い合わせは市地域包括支援センターへ！
  市地域包括支援センター　☎ 227－ 6067

Ｑ
．
在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
）
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脳
卒
中
な
ど
自
宅
で
の
診

療
が
適
し
た
疾
患
の
患
者
や
、
通
院
が
困
難
な
人
に

対
し
て
、
医
師
が
定
期
的
に
自
宅
を
訪
問
し
て
診
察

す
る
方
法
で
す
。
入
院
と
は
異
な
り
、
病
院
で
決
め

ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
生
活
を
合
わ
せ
る
必
要

が
な
い
た
め
、
自
分
ら
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
維
持

し
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

　

混
同
さ
れ
や
す
い
「
往
診
」
は
、
定
期
の
訪
問
以

外
の
診
察
や
緊
急
対
応
で
の
診
察
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

Ｑ
．
訪
問
診
療
は
誰
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
か
？
ど
う

し
た
ら
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
．
訪
問
診
療
自
体
は
誰
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

病
院
か
ら
の
退
院
時
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の

紹
介
で
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
訪
問
看
護
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
看
護
師
が
自
宅
へ
行
っ
て
患
者
の
療
養
上
の
お

世
話
を
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
病
院
の
看
護
師
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
体
温
や
血
圧
、
脈
拍
な
ど
を
測
る
健

康
観
察
、
点
滴
や
服
薬
の
管
理
な
ど
を
行
う
医
療
処

置
、
他
に
も
リ
ハ
ビ
リ
や
入
浴
の
介
助
な
ど
、
幅
広

く
手
伝
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
う
し
た
ら
利
用
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
紹
介

を
受
け
て
も
ら
う
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

病
院
か
ら
の
退
院
時
に
関
わ
り
始
め
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
直

接
電
話
を
す
る
人
も
い
る
の
で
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
訪
問
診
療
》

「
医
師
の
定
期
的
な
診
察
で
、
患
者
の
負
担
を
軽
減
」

《
訪
問
看
護
》

「
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、
幅
広
く
療
養
の
お
手

伝
い
」

「ののいち日和」
Ｐ 56～ 57に記載

地域
の底力シリーズ㉓域の ズ

在宅医療を考えよう

　７月８日㈯「ボランティアの集い」
実行委員会などの主催により、市内
のボランティア活動者が一同に会し
ました。「市地域福祉計画・地域福
祉活動計画」での協働プロジェクト
２の裾野を広げる取り組みとして、
地域のコミュニティ形成や、「支援
する人」と「助けられたい人」をつ
なぐことなど、今後の課題を共有。
語り芝居・唄・音楽を届けるグルー
プ「楓民」の皆さんの公演を楽しみ、
参加者同士で交流し、今後の活動に
力をもらいました。

活動の仲間づくり

ボランティアの集い
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小・中・高校生のあなたに

はい

A

いいえ

B

この夏、おすすめの本
スタート

長編小説
長い夏休みだからこ
そ、分厚い本にもチャ
レンジしよう。

短編小説集
短くても心に響く、詩
集や大人向けの絵
本もおすすめ。

実用書
スポーツ、手芸、音楽
など、上手になるコツ
が分かるよ。

歴史や科学の本
たくさん読んで “歩く
辞書” と言われる人
になろう。

新刊
最新情報を常にチェ
ックして。ただし、売り
切れに注意。

古くからの名作
時代を超えて読み継
がれるすてきな本を、
家族や先生にも教え
てもらおう。

泣ける本
苦しくても努力して乗
り越えた人の生きざ
まが胸を打つ。読書
感想文にピッタリ。

笑える本
楽しい話題のネタを
集めよう。ただし、こ
れで感想文を書くの
は難しいかも。

本選びの参考
にしてみて
ください。

「おすすめの本」と言われたら、
つい読んでしまう

「おすすめの本」と言われたら、
つい読んでしまう 友達とのおしゃべりが大好き友達とのおしゃべりが大好き

困っている人を
見たら、放って
おけない

困っている人を
見たら、放って
おけない

懐かしい物に
なぜか心引かれる
懐かしい物に
なぜか心引かれる

あこがれるのはどっち？　
A. 何でもできる器用な人
B. 物知りな人 

あこがれるのはどっち？　
A. 何でもできる器用な人
B. 物知りな人 

根気強さに自信がある根気強さに自信がある

連続テレビドラマや
アニメを欠かさず見る
連続テレビドラマや
アニメを欠かさず見る

11月の新図書館オープンまで、市立図書館はお休みです。
学校図書館や、書店などで、すてきな本に出会えますように。
　　　　　　　　　　  野々市市立図書館　☎248ｰ8099

Dreamsぼくの夢、わたしの夢

かがやく瞳

広
告
欄

Topicsトピックス

　子育て支援センターはくさんでは、子どもが安全に
元気で遊べるように、また、ママにとって子育てが楽
しい、やりがいがある！と思えるようにと日々センター
を開放しています。「ここへ来るとホッとする」などの
うれしい声が多い中「卒乳、断乳ってどうすれば？」
など、母乳育児についての悩みも多く聞かれました。
そこで保護者でもある現役の助産師さんにお願いし
て、お話の場を設けました。
　中でも「大切なのは断乳したことで子どもに悪いこ
とをしたと思わないことです」と話があった時、大き
くうなずくママたちの姿が印象的でした。また「断乳
のやり方が分からない」との声に応えて、「断乳スケ

ジュールと方法」について具体的に書かれた資料をセ
ンターに設置しました。さらに 1対 1での相談の場
を設けたことで、「ゆっくり悩みを聞いてもらい安心し
ました。また頑張ります」と話すママの言葉に私たち
もうれしく思いました。
　また時にはママたちにリラックスして楽しんでもら
いたい！との思いから陶芸教室を行いました。一人一
人、記念のお皿になるようにと粘土をこね、わが子の
手形足形を押し、名前や模様を工夫して作りました。
　“支援センターはくさん”楽しいよ、友達できるよ、
情報たくさんあるよ！をモットーに、今後も子育てマ
マを応援していきます。

「子育てママ、
応援します」

子育て支援センターはくさん

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い

池
岡  

一
喜
く
ん   

菅
原
小
学
校
４
年
生

女
優
に
な
り
た
い

山
下  

花
奈
さ
ん   

御
園
小
学
校
１
年
生

歴史が紡ぐ 400年の物語
富樫氏末孫が行くゆかりの地探訪

　7月1日㈯、神奈川県横浜市在住の冨樫康弘さん
（富樫晴貞から数えて14代目）の家族４人が、野々
市市内および金沢市内の富樫氏関係史跡を散策しま
した。冨樫家は、康弘さんの祖父にあたる国彦さん
の時に、市の指定文化財となっている『馬の図』を
金沢工業大学へ寄贈したほか、野々市工大前駅の
「富樫館跡」石碑の建設に協力しています。　
　一行は、村雨降る不安定な空模様のなか、本町の「布市神社」
や住吉町の「守護所富樫館跡」、文化会館フォルテ前の「富樫
家国像」などを訪れ、あわせて金沢市傳

でん
燈
とう
寺
じ
の富樫晴貞墳墓、

野田山の富樫 (小杉家 ) 家墓所など一族ゆかりの史跡を巡りまし
た。今回の来訪は、２人の娘にも一族の歴史を語り継いでいって
もらいたいとの康弘さんの強い思いから実現したもので、家族４人
での初めての野々市訪問となりました。
　また、今回の来市を機に、「富樫氏頌徳会」と「東京野々市会」
にも加入する運びとなり、野々市と冨樫氏との絆が深まる実りある
旅となりました。

晴貞墳墓

富樫家国像前にて

U R L   http://.www.tensyoukaku.co.jp

豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、家族葬

まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『ありがとう』
　 想いをかたちにして伝えたい。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

本町二丁目にて今後建設が進められる地域中心交流拠点施
設は何階建て？
A 平屋　　　　　　B ２階建て
C ３階建て　　　　D ４階建て

第
２
問

米林宏昌監督を応援すべく市内で結成された団体の名前は
「○○応援隊」。○に入るのは？
A まろ　　　　　　B よね
C ひろ　　　　　　D まさ

今年の北国街道野々市の市は「街道と交通」をテーマに開
催されました。次のうち展示されていなかったものは？
A 人力車　　　　　B 馬車
C クラシックカー　D ミニ電車

77 18

「親と実家の今後を考
える」講師3人の専門家
日時：8月26（土）13：30～15：00
●会場　情報交流館カメリア　
　201研修室　先着12名　
　参加無料　要予約

㈱フロンティア 相続診断士 野澤領

0120-46-0269

【お詫びと訂正】
　広報野々市７月号15ページ
下段中央、㈱フロンティア様
の広告「はじめての相続入門」
において、電話番号の記載に
誤りがありました。
（正）0120-46-0269
（誤）0120-46-026  

※末尾番号抜け

訂正して深くお詫び申し上げ
ます。
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

ふるさと野々市の応援団
東京野々市会総会
　東京野々市会の今年度総会と懇親会が６月 24 日㈯、
東京都の都市センターホテルで開かれ、会員ら 18 人が
出席しました。中嶋一郎会長は「住みよさランキング
が毎年、上位であることが誇らしい。今後もすばらし
いまちづくりを進めていただきたい」とあいさつ。総
会では、新市立図書館蔵書購入支援など事業計画や予
算案などが承認され、市の発展に貢献していくことを
誓いました。その後懇親会が行われ、会員の近況報告
で盛り上がり、にぎやかに懇親を深めました。今年も野々市について語り合う楽しい会となりました。

やめようポイ捨て　保とう美しいまち
子どもと大人のまちぐるみ美化清掃
　７月２日㈰、市内で一斉美化清掃が行われました。
この事業は“ののいちっ子を育てる”市民会議と連合
町内会が主催して毎年実施されており、今年は雨天に
より延期して行った町内会もありました。
　小雨が降る中、清掃を決行した丸木町内会では、グ
ループに分かれて町内を回り、地域の大人と子どもが
一緒にごみを拾いました。道路の側溝にはごみが多く、

「何でこんなところに捨てるんだろうね」などと話しな
がら、みんなで一生懸命まちをきれいにしていました。 今年は39町内会で延べ6,216人が参加しました。

道路の美化に取り組みます
アダプトプログラム調印式
　６月 26 日㈪、市と㈱ソテックは１級幹線二日市田中
線（市道）の二日市四丁目地内～徳用三丁目における
公共施設管理ボランティア支援事業に合意し、調印式
を行いました。㈱ソテックは舗装工事や除雪で市の公
共事業に貢献しており、今後は年３回以上、歩道の清
掃や除草を行います。粟市長は「市民にきれいな道路
と認識してもらうことが安全にもつながる」と期待を
寄せ、同社の塩田代表取締役は「道路を造る者として、
きれいにするのは当然」と意気込みを語りました。

ありがとう
中央・野々市公民館
サークル・定期利用団体
ちょっとだけさよなら発表会
　７月末に建て替えのため閉館する中
央公民館（野々市公民館併設）にて、
６月 23 日㈮～ 25 日㈰の３日間、利用
者による発表会が行われました。会場
には書や手芸、ちぎり絵など、各団体
がこれまで取り組んできた力作の数々
を展示。コーヒーや抹茶を楽しめるス
ペースも設けられ、多くの利用者が作
品を眺めつつ思い出話に花を咲かせま
した。最終日にはステージで、合唱や
人形劇、活動の成果を伝える１分間ス
ピーチなどが発表され、建て替え前の
思い出の１ページを飾りました。

アダプトプログラムに取り組む41団体目となりました。

１．ステージ発表　２．抹茶サークルが来場者
に無料で抹茶を振る舞いました　３．にぎわう
カフェコーナー　４．メッセージボードには
たくさんの「ありがとう」が寄せられました

大声援で勝利を呼び込む
野々市市ホームタウンサンクスデー
　７月１日㈯、西部緑地公園陸上競技場でサッカーＪ
２で戦う地元チームのツエーゲン金沢と横浜ＦＣの試
合が行われました。野々市市ホームタウンサンクスデー
となったこの試合には、市内在住の親子ペア 1,500 組
3,000 人が無料招待され、市内在勤在学者も特別価格
で観戦。あいにくの雨模様の中、野々市市民を中心に
8,544 人が見守った試合は、ホームの大観衆に背中を
押されたツエーゲン金沢が３対２で逆転勝利。白熱し
た試合を制し、見事に公式戦４連勝を飾りました。 サポーターの熱い応援にプレーで応える選手たち

１

２

３

４

伝統を後世に伝える夏の炎
御経塚虫送り
　夏の風物詩“虫送り”が今年も御経塚、押野、富奥
で行われました。この行事は農薬のない時代、たいま
つの火で害虫を駆除したことに由来しており、五穀豊
穣を祈願して行われています。御経塚では７月８日㈯、
親子連れが多く集まり、空き缶たいまつを持って地区
を練り歩きました。夜８時には御経塚史跡公園で「虫送」
の火文字と大たいまつを点火。集結した御経塚、押野、
横江（白山市）の若衆は、威勢の良い掛け声とともに
火の周りで太鼓を打ち鳴らしていました。雨天中止が続いていた御経塚。今年は天候に恵まれました。

地元の野菜を使ったカレーを食べよう
給食を通じて地場産物生産者と児童が交流
　市内小中学校の給食で７月 20 日㈭、地元で採れた
野菜を使ったカレーと、翠星高校の生徒が加工したヤー
コンを使ったフルーツカクテルが振る舞われました。
　富陽小学校では、野菜生産者の福田さんと小島さん
が「地産地消することで、健康や環境にやさしい食事
ができ、その土地独自の文化も育まれます」と児童に
語り、児童からは「野菜がいっぱいで、特に人参が甘
くておいしかった」「ヤーコンのデザートがシャキシャ
キしておいしかった」などの声が上がりました。 児童と一緒にカレーを食べる福田さん
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ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/

久
山
　

蓮れ

お央

竜
也

稔
美
）
扇
が
丘

佐
々
木
　

梨り
ん

亮
紬
里
）
稲
荷
４

新
名
　

飛と

あ空

飛
鳥

彩
香
）
押
野
５

亀
田
　

奏そ
う
す
け介

康
平

祐
美
子
）
押
野
５

亀
田
　
　

葵
あ
お
い

康
平

祐
美
子
）
押
野
５

長
井
　

優ゆ

う

と斗

拓
馬

景
子
）
御
経
塚
２

山
﨑
　

巧た

く

み巳

恒
介

友
佳
子
）
本
町
５

馬
場
　

涼
り
ょ
う
す
け介

昭
夫香
）
上
林
４

宮
本
　

美み

つ

き月

健
司

美
穂
）
横
宮
町

津
金
　

夏な

つ

き妃

篤
人

未
彩
）
三
日
市
２

坂
尻
　

絃い

と

か夏

翔
吾

恭
子
）
本
町
２

橋
本
　

英え

い

と人

英
也

千
恵
）
稲
荷
２

谷
川
妃ひ

な

み

奈
海

陽
輔

友
世
）
矢
作
３

久
保
　

杏あ

ん

り璃

太
志

綾
子
）
中
林
５

石
山
　

結ゆ

い

と士

大
希

千
那
美
）
太
平
寺
３

谷
口
東と

う
じ
ろ
う

次
朗

友
春咲
）
中
林
１

加
藤
　

里り

ま茉

武
士

美
香
）
太
平
寺
１

佐
藤
　

瑶よ

う

た太

宣
弥

真
奈
美
）
徳
用
１

西
出
　

菜な

な那

寿
樹

優
美
）
徳
用
３

グ
ル
ー
バ
ー
　

ザ
ッ
ク

母
　

グ
ル
ー
バ
ー

サ
ン
ド
ラ

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ

）
扇
が
丘

宮
腰
　
　

晴は
る

拓
知
佳
）
本
町
４

木
村
　

綿わ

た

の乃

創
史

志
織
）
新
庄
２

う
ぶ
ご
え

子
の
名

親
の
名

住
　
所

氏
　
名

前
住
所

住
　
所

た
か
さ
ご

梅
原
　
　

稔
　

二
日
市
５

清
水
　

鮎
美
　

二
日
市
５

）
二
日
市
５

河
原
　

聖
弥
　

田
尻
町

兜
屋
弥
也
美
　

加
賀
市
）
田
尻
町

木
下
　
　

惇
　

横
宮
町

織
田
あ
や
か
　

横
宮
町
）
横
宮
町

福
田
　

光
紘
　

金
沢
市

木
下
　

美
菜
　

金
沢
市
）
三
日
市
１

吉
田
　

慶
史
　

堀
内
５

田
村
　

遼
子
　

堀
内
５
）
堀
内
５

下
田
　

将
太
　

高
橋
町

山
上
　
　

栞
　

能
登
町
）
高
橋
町

尹
　
　

貫
浩
　

二
日
市
４

大
西
　

里
子
　

中
能
登
町

）
二
日
市
４

谷
内
　
　

光
　

三
納
２

釣
谷
　
　

裕
　

三
納
２
）
三
納
２

前
田
　
　

翼
　

徳
用
２

種
本
　

芽
依
　

徳
用
２
）
徳
用
２

近
山
　

鉄
朗
　

押
野
５

吉
田
　

真
美
　

押
野
５
）
押
野
５

前
田
　

耕
兵
　

金
沢
市

山
下
　
　

香
　

白
山
市
）
中
林
５

作
田
　

隆
則
　

二
日
市
３

宮
野
恵
理
子
　

津
幡
町
）
二
日
市
３

盤
戸
　

大
樹
　

二
日
市
４

大
島
　

花
梨
　

二
日
市
４

）
二
日
市
４

髙
橋
　

章
文
　

新
庄
２

田
谷
　

真
紀
　

小
松
市
）
新
庄
２

保
坂
　

裕
生
　

野
代
２

松
　

真
央
　

新
潟
県
）
野
代
２

一
川
真
一
朗
　

押
越
１

加
藤
ひ
か
る
　

金
沢
市
）
押
越
１

横
山
　

和
則
　

白
山
市

前
川
　

美
穂
　

住
吉
町
）
住
吉
町

山
去
　

義
一
　

田
尻
町

濱
尾
　

妹
余
　

金
沢
市
）
田
尻
町

小
林
　

由
則
　

位
　

川

松
山
　

彩
希
　

白
山
市
）
位
　

川

山
田
　

久
寛
　

富
山
県

喜
多
　

由
里
　

押
野
５
）
押
野
５

中
川
　

友
之
　

下
林
４

村
中
　

里
弥
　

金
沢
市
）
下
林
４

本
殿
　

政
彦
　

本
町
６

田
中
麻
衣
良
　

本
町
６
）
本
町
６

石
堤
　

敬
太
　

金
沢
市

山
口
　

翔
子
　

徳
用
２
）
徳
用
２

山
本
　

達
哉
　

小
松
市

寺
下
　

早
絵
　

金
沢
市
）
扇
が
丘

岩
田
　

栄
樹 

本
町
２ 

49
歳

前
花
　
　

弘 

御
経
塚
５ 

76
歳

上
原
　

時
雄 

藤
平
田
１ 

85
歳

端
　
　

久
暢 

扇
が
丘 

79
歳

村
尾
　

健
三 

太
平
寺
１ 

79
歳

三
浦
　

啓
子 

矢
作
３ 

82
歳

中
川
　

良
春 

下
林
４ 

87
歳

竹
村
　

竹
次 

太
平
寺
３ 

96
歳

鶴
來
　

雄 

矢
作
３ 

68
歳

南
　
　

正
弘 

野
代
２ 

86
歳

金
田
　
　

嵩 

太
平
寺
２ 

78
歳

源
野
　

泰
子 

本
町
４ 

81
歳

森
山
　
　

學 

扇
が
丘 

93
歳

城
力
　

三
之 

太
平
寺
２ 

90
歳

宮
岸
　

信
子 

新
庄
１ 

93
歳

松
原
　

武
夫 

御
経
塚
１ 

81
歳

西
田
　

啓
造 

新
庄
５ 

89
歳

上
森
　

鈴
子 

藤
平
田
１ 

90
歳

加
藤
　

吉
子 

扇
が
丘 

77
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H29.6.16 ～ H29.7.14 受付分

■ 6月末現在の人口（　）は前月比
人　口 51,865 人 （＋ 31）
　男 26,224 人 （＋ 4）
　女 25,641 人 （＋ 27）
世帯数 22,967 世帯 （＋ 7）

■ 6月中の人の動き
　転　入 207 人
　転　出 202 人
　出　生 59 人
　死　亡 33 人

宮
本
ふ
た
葉ば

勇
樹梓
）
本
町
１

髙
橋
幸こ

う
た
ろ
う

太
郎

伸
郎

知
巳
）
押
野
５

梶
山
　

知ち

か夏

憲
太

明
恵
）
野
代
３

人
見
　

颯そ

う

や陽

伸
明

彩
香
）
若
松
町

三
納
　

颯は

や

と人

祥
太
郎

郁
美
）
住
吉
町

村
井
　
　

律り
つ

久
秋

奈
美
）
押
野
５

宮
本
　

悠は

る

き希

貴
幸

早
紀
）
若
松
町

坂
井
　

湖こ

は

る春

翔
由
麻
）
押
越
１

梶
谷
　
　

翔
か
け
る

泰
彦

美
里
）
横
宮
町

東
川
　
　

新
あ
ら
た

純
千
聖
）
郷
　

２

大
西
　

美み

さ

き咲

正
人

晴
代
）
押
越
１

佐
々
木
翔し

ょ
う
き己

智
和萌
）
下
林
３

石
原
　

夕ゆ

き絹

丈
裕茜
）
本
町
１

村
西
　

悠ゆ

う

ま真

進
也

朝
美
）
押
野
１

野
原
　

碧あ

お

と斗

裕
太

由
佳
）
住
吉
町

林
　
　

奏そ

う

た汰

正
義

美
登
里
）
押
野
５

上
田
　

琉る

い生

隼

さ
や
か
）
位
　

川

伊
藤
　

柚ゆ

ず

き輝

隆
博

成
美
）
粟
田
２

飯
島
　

結ゆ

い衣

亮
太

晏
菜
）
稲
荷
１

飴
田
　

優は

る

と翔

哲
之

瑛
梨
菜
）
粟
田
４

舟
板
　

美み

こ

と琴

達
矢

香
織
）
上
林
３

鵜
城
　

七な

な

せ瀬

紳
太
郎

摩
紀
）
三
日
市
１

西
村
奈な

な

こ

那
子

大
輔

沙
梨
奈
）
粟
田
６

藤
峰
　
　

楽ら
く

雅
志

三
紀
）
上
林
４

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

野々市検定回答

　

「
焼
き
物
は
焼
く
工
程
が
一

番
難
し
い
」
と
話
す
の
は
古
源

一
栄
さ
ん
。
旧
松
任
市
や
旧

野
々
市
町
で
数
学
教
師
と
し
て

教
壇
に
立
つ
傍
ら
、
幼
少
期
か

ら
の
美
術
好
き
が
高
じ
て
、
専

攻
外
で
あ
っ
た
美
術
の
授
業
で

教
え
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た

「
ゆ
ー
り
ん
ぴ
っ
く
２
０
１
７
」

で
は
、
市
内
初
の
最
高
齢
者
出

品
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

唯
一
無
二
の
器

　

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
絵
を
見
る

の
が
好
き
で
、
昔
は
写
真
や
水

彩
画
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
最

近
は
専
ら
陶
芸
で
、
楽
し
み
な

が
ら
土
と
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
焼
き
物
は
初
め
に
構
想
を

練
り
、
仕
上
が
り
を
想
像
し
な

が
ら
作
っ
て
い
き
ま
す
。
乾
燥

が
足
り
ず
に
ひ
び
割
れ
し
た

り
、
思
っ
て
い
た
色
が
出
な

か
っ
た
り
と
難
し
い
こ
と
も
多

い
で
す
。
予
想
以
上
の
出
来
栄

え
に
な
る
と
う
れ
し
く
、
窯
か

ら
出
て
く
る
瞬
間
は
い
つ
も
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
同
様
に
作
っ

て
も
全
く
同
じ
に
な
ら
な
い
の

が
醍
醐
味
で
す
。

三
つ
の
楽
し
み

　

妻
が
お
茶
を
嗜
ん
で
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
茶
碗
や
一

輪
挿
し
な
ど
家
庭
で
手
軽
に
使

え
る
も
の
を
作
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
焼
き
物
に
は
、

器
を
作
る
楽
し
み
、
出
て
く
る

時
の
楽
し
み
、
使
う
楽
し
み
が

あ
り
、
三
度
喜
び
を
堪
能
で
き

ま
す
。
う
ま
い
下
手
関
係
な
く
、

皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
焼
き
物
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

プロフィール
名前　こげん　かつえ
誕生日　11 月 30 日
出身地　野々市市
野々市に住んで約 89 年
趣味　陶芸

古源　一栄 さん
（末松１）

今月の
表紙
　今月は映画『メアリと魔女の花』
の公開を記念して、市出身の世界的
アニメーターである米林宏昌監督が
野々市を訪れた時の１枚です。メア
リのイラストと、市民の皆さんへ向
けたメッセージが入った色紙をプレ
ゼントしてくれました。映画公開の
たびにふるさと野々市へ足を運んで
くれてうれしいですね。まだ作品を
観ていないという人は映画館へ急ぎ
ましょう！

●
第
１
回
白
山
野
々
市
川
北
消
防
訓
練
大
会
で
は
、
全
29
隊

が
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
、
１

カ
月
以
上
も
前
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
訓
練
を
行
い
、
こ
の
日

に
備
え
て
き
ま
し
た
。
結
果
は
「
野
々
市
市
消
防
団　

第
２

分
団
」
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
あ
い
に

く
天
候
も
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
雨
が
降
る
中
で
も
全
力
で

競
技
に
取
り
組
む
団
員
た
ち
の
表
情
は
と
て
も
か
っ
こ
よ

く
、
頼
も
し
く
映
り
ま
し
た
。
普
段
か
ら
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
消
防
団
員
が
出
動
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
火
災

の
予
防
に
努
め
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。  　

  （
Ｔ
・
Ｋ
）

●
先
月
号
で
市
立
図
書
館
と
中
央
・
野
々
市
公
民
館
の
閉
館

を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
跡
地
に
建
つ
地
域
中

心
交
流
拠
点
施
設
の
設
計
図
が
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
部
屋

の
間
取
り
が
見
え
て
く
る
と
、
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸
い
て

き
ま
す
ね
。「
あ
り
が
と
う　

ち
ょ
っ
と
だ
け
さ
よ
な
ら
発

表
会
」
を
取
材
し
た
際
、
ま
だ
白
黒
の
時
代
か
ら
公
民
館
の

歴
史
を
記
録
し
て
き
た
数
々
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
地
域
の
つ
な
が
り
を
映
し
出
す
よ
う
な
心
温
ま
る
写

真
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
感
慨
深
か
っ
た
で
す
。
新
た
な

施
設
で
も
多
く
の
思
い
出
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
Ｃ
・
Ｎ
）

（問題は 14ページ）

【第 1 問】Ｃ　３階建て
３階まで吹き抜けとなった「にぎわい街道」に面して、さまざ
まな活動の部屋やラウンジを配置。互いの活動を見て、知るこ
とができるようにします。

【第 2 問】Ａ　まろ
「まろ」とはスタジオジブリ所属時代の米林監督の愛称。現在
でも監督のサインは「麻呂」と書かれています。

【第 3 問】Ｂ　馬車
北国街道野々市の市は今年も大盛況でした。市ホームページに
も写真をアップしていますのでぜひ見てくださいね。

59

好きこそ物の上手なれ
ゆーりんぴっく2017美術展で
最高齢者出品賞を受賞

杉
村
　

嘉よ

し

と斗

年
春

真
由
子
）
位
　

川

細
畑
愛あ

る

き

月
輝

侃
太

し
お
ん
）
菅
原
町

稲
村
　

璃り

か夏

聡
千
晶
）
二
日
市
５

坂
田
暖の

の

か

乃
香

拓
也

美
代
）
堀
内
３

土
井
　

汰た

つ

き月

哲
夫

亜
紀
子
）
新
庄
５



 募集中！
　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

8月生まれ

次号は９月生まれです。
募集期間　８月15日（火）まで（応募多数は抽選）

き
ょ
う
の
お
や
つ
は

な
あ
に
？

H28.8.8 生まれ

髙
たかはし
橋　夏

な つ き
月 ちゃん

（三日市2）
父：宏幸さん　母：陽子さん

食
べ
ご
ろ
に

な
り
ま
し
た
♪

H28.8.8 生まれ

上
うえすぎ
杉　天

て ん ま
真 くん

（位川）
父：光臣さん　母：せいこさん

お
兄
ち
ゃ
ん
と

遊
ぶ
の
が
大
好
き
♪

H28.8.1 生まれ

栂
と が や ち
谷内　幹

み き と
人 くん

（新庄4）
父：一義さん　母：良枝さん

高
い
高
い

だ
ぁ
ー
い
す
き
♡

H28.8.18 生まれ

北
きたもと
本　煌

こ う き
貴 くん

（押越2）
父：孝明さん　母：佳代さん

元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ぶ
の
大
好
き
！

H28.8.25 生まれ

伊
い と う
藤　葵

あ お り
梨 ちゃん

（郷2）
父：弘己さん　母：真梨奈さん

そ
の
え
ほ
ん
、

め
く
ら
せ
て
〜
！

H28.8.9 生まれ

中
なかむら
村　時

と き ほ
穂 ちゃん

（二日市５）
父：慎之介さん　母：ゆかりさん

食
べ
る
の

だ
ぁ
ー
い
好
き
☆

H28.8.10 生まれ

山
やまざき
崎　蒼

あ お き
生 くん

（藤平田2）
父：健児さん　母：志保さん

は
や
く
あ
る
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
な
☆

H28.8.3 生まれ

下
し も じ
地　彰

あ き と
人 くん

（徳用2）
父：一彰さん　母：和恵さん

立
っ
ち
と
だ
っ
こ
が

だ
ぁ
い
す
き

H28.8.9 生まれ

上
う え の
野　舞

まい
 ちゃん

（徳用3）
父：正博さん　母：美由樹さん

毎
日
ハ
ッ
ピ
ー
♪

H28.8.26 生まれ

山
やまぐち
口　結

ゆ あ
愛 ちゃん

（御経塚1）
父：慎太郎さん　母：紗也香さん

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ

つ
れ
て
っ
て
ネ
☆

H28.8.15 生まれ

作
さ く だ
田　統

と う ま
真 くん

（中林1）
父：大樹さん　母：聡美さん
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★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★ 申し込みにあたり、PDF 版のホームページやマチイロへの
掲載に同意したものとします。
★ メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納 1丁目 1番地
 野々市市役所　企画振興部　秘書広報課　☎ 227－ 6056
 mail: hisho@city.nonoichi.lg.jp

環境にやさしい植物油インク、有害な
廃液を出さない「水なし印刷」方式、
読みやすい「ユニバーサルデザイン
フォント」を採用しています。




